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広
く
な
つ
た
千
住
図
書
館

竜
田
町
に
新
装
移
転

昭
和
二
十
五
年
区
役
所
う
ら
に

開
館
し
た
区
立
千
住
図
書
館
は
、

年
々
利
用
者
が
増
加
す
る
一
方

で
、
大
変
せ
ま
く
な
り
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
総
工
費
九
五
〇
万
円
で
新
し

く
建
て
な
お
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
千
住
竜
田
町
五
二
番

地
、
元
区
営
の
洗
濯
所
が
あ
つ
た

と
こ
ろ
で
す
。
新
図
書
館
は
旧
図

書
館
に
比
べ
、
倍
近
く
も
拡
張
さ

れ
、
建
坪
一
五
八
坪
、
収
容
人
員

二
百
名
、
東
京
北
部
の
文
化
の
殿

堂
に
ふ
さ
わ
し
い
装
い
で
御
利
用

を
お
待
し
て
い
ま
す
。

特
に
新
し
く
設
け
ら
れ
た
の
は

集
会
室
で
一
般
に
公
開
さ
れ
る
ほ

か
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
読
書

会
、
講
演
会
、
映
画
会
、
展
示
会

等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
館
の
開
館
時
間
は
、

午
前
九
時
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で

た
だ
し

木
曜
日
と
金
曜
日
は
四
月
―
十

一
月
の
間
は
午
後
九
時
ま
で
、
十

二
月
―
三
月
の
間
は
午
後
八
時
ま

で
開
い
て
い
ま
す
。

休
館
日
は

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始
、
蔵
書
の
整
理
日
、

写
真
上
か
ら
全
景
、
右
上
ホ
ー
ル
　

右
下
児
童
室
、
左
上
学
生
室
、
左

下
一
般
室

懸
賞
・
足
立
区
の
人
口
は
?

十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
全
国
い
つ

せ
い
の
国
勢
調
査
を
機
会
に
「
足

立
区
の
人
口
は
何
人
か
」
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

◎
応
募
資
格

区
内
に
住
む
小
中
学
生

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
一
人
一
答
書

き
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所

氏
名
を
ハ
ツ
キ
リ
書
く
こ
と

◎
あ
て
先

千
住
一
丁
目
五
〇

足
立
区
役
所
総
務
課
統
計
係

◎
賞
品

一
等
千

円
相
当
の
賞
品
一
人

二
等
五
百
円
相
当
の
賞
品
一
人

三
等
三
百
円
相
当
の
賞
品
二
人

◎
〆
切
り
　
九
月
末
日

ヒ
ン
ト

八
月
一
日
現
在
の
人
口
は

(
食
糧
配
給
台
帳
に
よ
る
人
口
)

四
〇
〇
、
二
四
二
人

国
勢
調
査
で
は

ど
ん
な
こ
と
を

調
べ
る
か

世
帯
主
の
方
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は

1
　
氏
名

2
　
世
帯
主
と
の
続
き
柄

3
　
男
女
の
別

3
　
出
生
の
年
月
日

5
　
国
籍

6
　
一
年
前
の
常
住
地

7
　
教
育

8
　
配
偶
の
関
係

9
　
結
婚
年
数

1
0
　子
供
の
数

調
査
員
の
お
尋
ね
す
る
こ
と
は

1
1
　
昭
和
2
0
年
末
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
ど
う
か

1
2
　
9
月
2
4
日
(
土
)
か
ら
3
0
日

(
金
)
ま
で
の
一
週
間
の
就

業
状
態

1
3
　
9
月
2
4日
(
土
)
か
ら
3
0日
(

金
)
ま
で
の
一
週
間
の
就

業
時
間

1
4
　事
業
所
の
名
称

1
5
　事
業
所
の
事
業
の
種
類

1
6
　本
人
が
し
て
い
る
仕
事
の

種
類
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第
九
回
足
立
区
商
店
コ
ン
ク
ー
ル

年
々
向
上
す
る
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス

当
区
主
催
に
よ
る
商
店
コ
ン
ク

ー
ル
は
九
月
六
日
午
前
九
時
よ
り

区
内
二
十
商
店
と
四
商
店
街
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
店
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
商
業
の
振
興

を
は
か
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、
商
品
の
陳
列
、
店
舗
、
採
光

照
明
、
サ
ー
ビ
ス
、
経
営
上
の
特

長
な
ど
、
細
か
い
点
に
気
を
配
つ

て
採
点
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
め
ら
れ

た
当
初
の
頃
は
、
入
賞
す
る
と
税

金
が
高
く
な
る
な
ど
と
尻
込
み
す

る
商
店
も
あ
つ
た
程
で
し
た
が
、

最
近
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
対
す

る
商
店
側
の
認
識
も
深
く
な
り
、

年
々
参
加
す
る
商
店
の
数
も
増
し

て
き
て
本
年
度
は
、
四
十
一
の
商

店
会
か
ら
五
十
九
の
商
店
が
推
せ

ん
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
前
日
の
第
一
次
審
査
で
二

十
商
店
に
し
ぼ
り
、
十
三
名
の
審

査
員
が
一
軒
一
軒
審
査
し
て
歩
き

ま
し
た
が
、
ど
の
商
店
も
非
常
に

細
か
い
点
に
ま
で
気
を
配
つ
て
い

る
の
に
は
、
審
査
員
も
感
心
し
た

程
で
す
。

新
し
い
セ
ン
ス
と
エ
レ
ガ
ン
ト

な
サ
ー
ビ
ス
。
の
び
ゆ
く
足
立
の

姿
が
こ
こ
に
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
は

区
か
ら
経
済
課
長
福
原
源
吉
、
同

商
工
係
長
斎
藤
正
、
区
議
会
か
ら

経
済
委
員
長
小
川
三
郎
、
同
委
員

笹
原
丑
蔵
、
小
宮
金
之
助
、
川
下

松
雄
、
三
宅
政
一
、
山
田
一
郎
、

木
崎
太
平
の
諸
氏
、

都
の
商
工
指
導
所
か
ら
専
門
の
中

小
企
業
診
断
員
二
名
、
そ
れ
に
足

立
区
商
店
街
連
合
会
名
誉
会
長
成

田
周
三
郎
氏
、
同
副
会
長
森
沢
政

雄
氏
ら
十
三
名
が
審
査
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
入
賞
し
た
商
店
は
次

の
通
り

区
長
賞
　
ト
ヨ
ダ
呉
服
店

(
梅
田
銀
座
会
)

足
立
区
商
店
街
連
合
会
長
賞

安
田
呉
服
店

(
三
丁
目
五
の
日
会
)

優
秀
賞
　
足
立
屋
(
履
物
)

(
三
ツ
和
会
)

〃
　
　

江
戸
屋
(
既
成
服
)

(
三
丁
目
五
の
日
会
)

〃
　
　

平
石
商
店
(
寝
具
)

(
梅
田
銀
座
会
)

〃
　
　ヨ
ネ
ハ
ラ
商
店
(
既
成
服
)

(
サ
ー
ビ
ス
会
)

〃
　
　

福
島
屋
(
靴
)

(
一
丁
目
商
和
会
)

〃
　
　

藤
田
眼
鏡
店

(
仲
町
実
業
会
)

そ
の
他
優
良
賞
　
十
二
店

努
力
賞
　
十
二
店

次
ぎ
に
商
店
街
で
は

区
長
賞
　
旭
町
商
業
会

写
真

上
・
採
点
に
苦
心
す
る
審
査
員

下
・
第
一
位
区
長
賞
を
受
賞
し
た

梅
田
町
の
ト
ヨ
ダ
ヤ
呉
服
店

計
量
器
の
定
期
検
査

本
年
度
計
量
器
の
定
期
検
査
は

十
月
三
日
～
十
二
日
ま
で
区
内
各

地
で
行
な
い
ま
す
。

民
間
の
協
力
を
得
て

緊
急
避
難
者
収
容
所
設
置
き
ま
る

―
―
千
住
警
察
署
管
内
―
―

台
風
が
来
襲
し
、
高
潮
な
ど
に

よ
つ
て
大
洪
水
を
お
こ
し
た
場
合

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
事
態
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
避
難
す
る
場

所
は
あ
ら
か
じ
め
よ
く
定
め
て
お

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
小
中
学
校
な
ど
公
共

施
設
を
そ
の
避
難
所
に
当
て
て
い

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ

で
す
が
、
こ
ん
ど
、
区
内
の
民
間

で
も
こ
の
避
難
所
開
設
に
つ
い
て

協
力
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
民
間
の
避
難
所
は
、
私
立

学
校
や
銀
行
等
の
高
く
安
全
な
建

物
で
、
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
区
長
か
ら
建
物
の
所
有

者
に
対
し
開
設
す
る
よ
う
指
令
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

例
へ
ば
、
高
潮
の
た
め
緊
急
に

避
難
し
な
け
れ
ば
危
険
な
場
合
、

又
、
公
共
施
設
(
学
校
な
ど
)
が

収
容
能
力
を
越
え
て
し
ま
つ
た
場

合
な
ど
で
す
。

こ
の
民
間
の
収
容
所
を
開
設
し

た
場
合
は

緊
急
避
難
者
収
容
所

足
立
区
役
所

と
入
口
に
表
礼
を
出
し
ま
す
。

民
間
の
建
物
を
指
定
す
る
の
は

都
内
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
実

事
昭
和
三
十
三
年
の
台
風
二
十
二

号
来
襲
の
際
は
学
校
ま
で
避
難
で

き
ず
、
屋
根
の
上
に
避
難
し
た
人

も
あ
つ
た
程
で
民
間
の
協
力
が
深

く
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
避
難
所
は
次
の
通
り
で
す
。

足
立
学
園
　
　
　
　
千
住
旭
町

東
京
相
互
銀
行
　
　
千
住
河
原
町

東
京
都
民
銀
行
　
　
千
住
仲
町

住
友
生
命
　
　
　
　
千
住
仲
町

千
代
田
生
命
　
　
　
千
住
仲
町

日
本
溶
接
学
校
　
　
千
住
緑
町

足
立
幼
稚
園
　
　
　
〃

正
和
自
動
車
練
習
所
　
千
住
緑
町

正
和
自
動
車
K
K
　
　千
住
宮
元
町

ハ
ル
タ
製
靴
K
K
　
　千
住
吉
元
町

神
和
交
通
K
K
　
　
　千
住
宮
元
町

K
K
渡
辺
製
作
所
　
　千
住
宮
元
町

山
武
自
動
車
K
K
　
　千
住
中
居
町

平
和
相
互
銀
行
　
　
千
住
中
居
町

足
立
郵
便
局
　
　
　
千
住
中
居
町

光
信
用
金
庫
　
　
　
千
住
中
居
町

三
井
生
命
　
　
　
　
千
住
中
居
町

足
立
福
祉
事
務
所
　
千
住
竜
田
町

富
士
銀
行
　
　
　
　
千
住
一
丁
目

足
立
信
用
金
庫
　
　
千
住
一
丁
目

東
海
銀
行
　
　
　
　
千
住
一
丁
目

潤
徳
学
園
　
　
　
　
千
住
二
丁
目

成
和
信
用
金
庫
　
　
千
住
四
丁
目

協
和
銀
行
　
　
　
　

千
住
大
川
町

三
井
銀
行
　
　
　
　
千
住
寿
町
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国民年金

か
け
き
ん
す
る

処
出
制
国
民
年
金
の
受
付
は

十
月
一
日
か
ら

加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

厚
生
年
金
や
恩

給
や
共
済
組
合
な

ど
、
お
ゝ
や
け
の

年
金
制
度
に
よ
つ

て
保
護
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
を
除

き
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

二
十
才
か
ら
四
十
九
才
ま
で
の
日

本
国
民
は
、
す
べ
て
こ
の
制
度
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ
と
の
で

き
る
人

(
1
)
二
十
才
か
ら
四
十
九
才
ま
で
の

人
で
、
被
用
者
年
金
(
恩
給
や
厚

生
年
金
等
を
い
い
ま
す
)
に
加
入

し
て
い
る
人
又
は
受
け
て
い
る
人

の
配
偶
者
や
学
生
は
希
望
に
よ
り

加
入
で
き
ま
す
。

(
2
)
ま
た
、
五
十
才
か
ら
五
十
四
才

ま
で
の
人
は
来
年
の
三
月
末
日
ま

で
に
申
し
出
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。

加
入
し
た
が
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
人
は

た
と
え
ば
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
、
所
得
の
な
い
人
、
身

体
障
害
者
や
未
亡
人
で
収
入
が
年

間
に
十
三
万
円
以
下
の
人
、又
は

災
害
や
長
い
病
気
に
か
ゝ
つ
て
い

る
人
な
ど
は
、
届

け
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
が
承
認
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
期
間
だ
け
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
手
帳

来
年
の
一
月
頃
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

保
険
料
金
の
お
さ
め
方

保
険
料
は
、
二
十
才
か
ら
三
十

四
才
ま
で
は
一
人
月
に
一
〇
〇
円

三
十
五
才
以
上
の
人
は
一
人
月
一

五
〇
円
の
定
額
で
毎
月
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
毎
月

納
め
て
い
た
の
で
は
不
便
な
の

で
、
三
カ
月
分
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
て

い
ま
す
。
納
め
る
方
法
は
、
こ
ん

ど
新
し
く
発
行
さ
れ
る
「
国
民
年

金
印
紙
」
を
区
役
所
の
窓
口
で
買

つ
て
、
国
民
年
金
手
帳
に
は
り
つ

け
、
検
印
を
う
け
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。

今
年
の
十
一
月
か
ら
の
受
付

加
入
届
は
区
役
所
か
梅
島
支
所

の
窓
口
に
来
て
い
た
だ
く
の
が
原

則
で
す
が
、
今
回
に
限
り
、
加
入

な
さ
る
方
々
の
お
宅
へ
区
の
係
員

が
う
か
が
い
、
加
入
届
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
い
つ
も
不
在

の
方
は
区
役
所
又
は
梅
島
支
所
の

窓
口
へ
お
届
け
下
さ
い
。

そ
の
後
の
届
出

そ
の
後
の
い
ろ
い
ろ
な
届
出
(

た
と
え
ば
、
新
し
く
満
二
十
才
に

な
つ
た
人
や
、
被
保
険
者
で
な
く

な
つ
た
と
き
、
あ
る
い
は
氏
名
や

住
所
の
変
更
を
し
た
と
き
な
ど
)

は
、
国
民
年
金
手
帳
を
そ
え
て
、

区
役
所
国
民
年
金
課
、
又
は
梅
島

支
所
庶
務
課
へ
届
け
て
下
さ
い
。

な
お
不
明
の
点
は

左
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

足
立
区
役
所
国
民
年
金
課

電
話
(
8
8
8
)
二
一
五
一
(
代
表
)

梅
島
支
所
庶
務
課

電
話
(
8
8
1
)
三
一
六
八
(
代
表
)

福
祉
年
金
の
支
払
い
が

始
ま
り
ま
し
た

九
月
六
日
か
ら
郵

便
局
で
福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
未
だ
年
金

証
書
を
受
け
取
つ
て

い
な
い
方
は
、
お
早

く
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

こ
の
年
金
を
受
け

る
に
は
、
毎
年
(
六

月
)
福
祉
年
金
所
得

状
況
届
を
、
お
出
し
に
な
り
ま
せ

ん
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
未

だ
届
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
お

早
く
お
出
し
下
さ
い
。

な
お
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課

福
祉
年
金
係
と
、
梅
島
支
所
庶
務

課
区
民
係
で
取
り
扱
つ
て
お
り
ま

す
か
ら
ご
利
用
願
い
ま
す
。

(
写
真
福
祉
年
金
証
書
の
交
付
)

赤
い
羽
根(共

同
募
金
)

足
立
区
の
目
標
額
は

二
、二
八
五

、〇
〇
〇
円

で
す

目
標
達
成
に
御
協
力
下
さ
い

と
し
よ
り
の
福
祉
週
間

九
月
十
五
日
の
「
と
し
よ
り
の

日
」
に
ち
な
ん
で
こ
の
一
週
間
全

国
的
に
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
ま

す
が
、
区
で
は
十
五
日
か
ら
二
十

日
ま
で
六
十
才
以
上
の
お
年
寄
の

無
料
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
し

た
。な

お
、
来
る
九
月
二
十
八
日
(

水
)
に
は
遊
覧
バ
ス
二
台
で
都
内

史
跡
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
区
内
七
〇
才
以
上

の
お
年
寄
八
六
名
を
、
各
出
張
所

管
内
か
ら
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
靖
国
神
社
、
明
治
神

宮
、
東
京
タ
ワ
ー
、
泉
岳
寺
、
皇

居
前
、
浅
草
観
音
な
ど
で
下
車
参

詣
、
見
学
し
ま
す
。

人
権
身
の
上
相
談
所

人
権
擁
護
委
員
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
に
生
ず
る
い
ろ

い
ろ
な
紛
争
な
ど
に
つ
い
て
親
身

に
相
談
し
て
く
れ
ま
す
。

本
年
中
の
日
程
は
(
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
―
四
時
)
、
九

月
二
十
二
日
(
月
)
産
業
振
興
館

第
二
ホ
ー
ル
、
十
月
二
十
四
日
(

月
)
産
業
振
興
館
相
談
室
、
十

一
月
二
十
二
日
(
火
)
場
所
同
じ

十
二
月
二
十
二
日
(
木
)
産
業
振

興
館
第
二
ホ
ー
ル
。

人
権
擁
護
委
員
は

足
立
明
司
　
千
住
緑
町
二
丁
目

十
三
ノ
五
　
電
話
(
8
8
1
)
二
九
四
二

八
幡
早
助
　
興
野
町
一
二
五
八

電
話
(
8
8
1
)
二
八
四
一

鯨
岡
兵
衛
　
千
住
二
ノ
十
八

電
話
(
8
8
1
)
二
二
四
二

新
倉
海
北
　
千
住
八
千
代
町

四
五
　
　
　
電
話
(
8
8
1
)
一
三
六
七

ま

め

だ
よ

り

募
集
陸
・
海
・
空
自
衛
官

の
昭
和
3
5年
度
第
3

次
募
集
を
受
付
中
で
す
。
資
格
は

満
1
8才
～
2
5才
未
満
の
男
子
、
受

付
は
区
役
所
総
務
課
、
申
込
み
は

十
月
十
日
ま
で
、
な
お
試
験
は
十

月
二
十
一
日
産
業
振
興
館
で
行
う

予
定納

税
区
民
税
の
第
三
期
分

納
期
は
十
月
一
杯
、

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
御
協

力
下
さ
い
。
未
納
の
ま
ゝ
に
な
つ

て
い
る
区
税
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
納
税
方
法
を
徴
収
係
で
御
相
談

下
さ
い
。

無
料
一
般
区
民
相
談
毎
日

九
時
～
五
時
△
税
務

・
商
工
・
保
護
相
談
毎
週
木
曜
日

一
時
～
四
時
△
法
律
相
談
毎
月
第

三
木
曜
日
一
時
～
四
時
△
場
所
産

業
振
興
館
相
談
室
・
お
気
軽
に
お

で
か
け
下
さ
い
。

大
東
京
祭
記
念
バ
ツ

チ
は
区
役

所
入
口
で
お
売
り
い
た
し
ま
す一

コ
2
0
円
、都
電
、都
バ
ス
の
一
回

乗
車
券
付
、
動
物
園
、
有
料
公

園は
無
料
、
映
画
館
は
割
引
と
な
り

ま
す
。た
ゞ
し
十
月
一
日
だ
け
。
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こ と し の 夏 か ら

拾 つ た 話 題

備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し

東
京
都
防
災
総
合
訓
練

都
と
区
に
地
元
町
会
が
協
力
し
て
八
月
二
十
五
日
五
兵

衛
町
一
帯
で
、
台
風
洪
水
に
備
え
て
の
防
災
総
合
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
午
前
七
時
半
、
高
潮
の
た
め
ア
ヤ
セ
川
の
堤
防

が
決
壊
と
い
う
想
定
で
水
防
団
の
半
鐘
に
よ
つ
て
地
元
民

は
、
食
糧
、
水
筒
、
着
替
な
ど
の
身
廻
り
品
を

も
つ
て
付
近
六
百
数
十
名
が
避
難
を
開
始
、
警

察
官
や
町
会
役
員
に
引
率
し
て
弘
道
小
学
校
二

階
へ
避
難
し
ま
し
た
。
水
道
局
か
ら
は
給
水

車
、
空
か
ら
は
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
食

糧
を
。保
健
所
都
立
病
院
か
ら
は
医
療
班
と
、実

戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
な
い
。
参
観
し
た
松

本
都
総
務
局
長
、
区
長
職
務
代
理
の
岡
崎
助
役

か
ら
「
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。災
害
に
は
平
素

か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
よ
う
」
と
挨
拶
が
あ
つ

て
午
前
十
一
時
四
十
五
分
終
了
し
ま
し
た
。

一
匹
た
り
と
も
逃
が
す
な

カ
と
ハ
エ
を
な
く
す
運
動
各
地
で

足
立
区
の
下
水
は
灌
漑
用
の
用
水
路
や
素
堀

の
悪
水
路
な
ど
が
多
く
、
「
カ
と
ハ
エ
」
の
発

生
源
と
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
各
町
内
会

の
衛
生
班
は
非
常
な
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

「
カ
と
ハ
エ
」
を
な
く
す
た
め
の
薬
品
代
は
町

会
費
で
も
大
き
な
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
の
で

区
で
は
毎
年
各
町
会
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
運
動
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
毎
年
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、
保
健
所
や
区
が

実
施
に
よ
る
指
導
を
行
な
い
ま
す
が
、
今
年
は
本
木
一
丁

目
で
行
な
い
ま
し
た
。
油
性
の
薬
を
水
で
う
す
め
て
し
ま

つ
た
り
、
薬
を
う
す
め
す
ぎ
た
り
、
と
か
く
失
敗
し
が
ち

な
点
や
、
ド
ブ
板
の
裏
側
に
か
く
れ
た
蚊
の
駆
除
方
法
、

流
れ
な
い
ド
ブ
の
清
掃
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
な
ん
と
か
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ま
で

に
「
カ
と
ハ
エ
」
を
な
く
し
た
い
と
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た
。

足
立
区
体
育
館
に
プ
ー
ル
を
増
設

夏
の
陽
の
下
カ
ツ
パ
の
天
国

体
育
の
殿
堂
と
し
て
そ
の
偉
容
と
設
備
を
誇
る
区
立
体

育
館
に
、
プ
ー
ル
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
完
成
し
た
プ
ー
ル
は
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
十
五
メ
ー
ト
ル
、
深
サ
一
メ
ー
ト
ル
三
十
で
、
工
費
は

建
物
を
含
め
て
ざ
つ
と
八
百
五
十
万
。
堤
北
に

は
区
営
プ
ー
ル
が
な
か
つ
た
た
め
、
八
月
一
日

の
公
開
を
ま
つ
て
連
日
の
大
に
ぎ
わ
い
。

入
場
料
は
高
校
生
ま
で
小
人
で
十
円
、
大
人

は
二
十
円

区
で
は
こ
の
外
、
千
住
大
川
町
の
千
住
公

園
、
千
住
旭
町
の
千
住
旭
町
公
園
に
そ
れ
ぞ
れ

二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
が
あ
り
、
夏
の
カ
ツ

パ
天
国
と
な
つ
て
い
ま
す
。
入
場
料
は
い
ず
れ

も
同
じ
で
す
。

第
五
回
区
民
納
涼
大
会

町
会
対
抗
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
で

恒
例
の
区
民
納
涼
大
会
は
、
荒
川
放
水
路
千

住
新
橋
の
グ
ラ
ン
ド
が
地
盤
沈
下
の
た
め
、
使

用
が
で
き
な
く
な
り
、
昨
年
か
ら
体
育
館
に
会

場
を
移
し
た
た
め
に
、
永
年
名
物
と
な
つ
て
き

ま
し
た
千
住
の
花
火
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
町
会
対
抗
の
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
と
い

う
型
で
新
し
く
名
物
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

こ
の
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
の
は
梅

田
東
自
治
会
外
四
十
五
町
会
三
百
十
余
名
、
唄

と
踊
り
で
優
賞
を
き
そ
つ
た
結
果
、
町
会
の
部

第
一
位
区
長
賞
中
居
町
会
、
第
二
位
議
長
賞
高
野
町
会
、

第
三
位
観
光
協
会
長
賞
千
住
二
丁
目
町
会
、
第
四
位
入
谷

町
会
、
第
五
位
大
谷
田
東
自
治
会
、
個
人
の
部
一
位
は
旭

町
北
町
会
の
邑
山
米
子
さ
ん
他
一
名
、
第
二
位
は
大
谷
田

東
自
治
会
川
原
み
つ
さ
ん
他
八
名
、
第
三
位
中
居
町
会
熊

倉
美
智
子
さ
ん
他
六
名
、
第
四
位
高
野
町
会
神
田
キ
ク
ヨ

さ
ん
他
一
名
、
第
五
位
千
住
二
丁
目
町
会
串
淵
一
平
さ
ん

他
二
名
。


